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Tokyo スイソ推進チーム見える化実行委員会について(案) 

 

１ 組織 

  ○  Tokyo スイソ推進チームの活動のうち、2019 年度・2020 年度の見える化

に関する取組は、実行委員会形式にて実施する。 
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 ○ 実行委員会には、総会、幹事会、事務局を設置する。 

  ・総会の所掌事務 

(1) 会則の改廃に関すること。 

(2) 基本方針に関すること。 

(3) その他実行委員会が必要と認める事項に関すること。 

  ・幹事会の所掌事務 

(1) 事業計画及び事業報告に関すること。 

(2) 予算及び決算に関すること。 

(3) その他幹事会が必要と認める事項に関すること。 

 ・事務局 

(1) 実行委員会の事務の処理 

Tokyo スイソ推進チーム 

（115 団体） 

官民一体のムーブメントを醸成 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営会議 11 月 

見える化実行委員会（仮称） 

 

 

 

 

       方針の提示 

 

        

 

 

実行委員会総会 4 月 

※19・20 見える化取組の 

基本方針の決定 

幹事会  

※方針に基づく事業の具体的な計画

や予算等の検討・決定 

 

＜所掌事務＞ 
・Tokyo スイソ推進チームの活動の方向性

関すること。 

・水素エネルギーの普及に向けたビジョン

及び情報発信に関すること。 

・その他必要な事項に関すること。 

＜所掌事務＞ 

・Tokyo スイソ推進チームの活動のうち、

19・20 年度の見える化取組に関するこ

と。 

・その他必要な事項に関すること。 

資 料 ３ 
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２ 予算等 

 ○ 実行委員会の経費は、負担金及びその他収入（協賛金等） 

 ○ 協賛は、協賛要領に基づき、以下の区分で受入 

(1) 資金協賛 

 (2) 物品協賛 

(3) 広報・PR 協賛 

      (4)その他協賛 

※負担金及び協賛金について、参加メンバーからの一律での集金は行わな

い。 

 

３ スケジュール 

 ○ 平成 31 年１月 全メンバーへ実行委員会の内容周知、参加意向の確認 

 ○      ４月 実行委員会の設立 

 

 

 

 

以上 


